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現在準天頂衛星よる次世代測位システムの打ち上げ計画が進められている. 測位システムの高精
度化の一つとして、高精度マイクロ波基準が重要な要素となる.そのため我々は,光周波数基準と
光周波数コムを組み合わせた高精度マイクロ波発生システムの開発を行っている. 光周波数コムの
光源として,エルビウム添加ファイバーベースの非線形偏波回転モード同期レーザーが広く用いら
れている [1]. 非線形偏波回転方式は高出力・短パルス・低雑音と光周波数コムに適した特性を有す
るが,偏光を利用した機構のため温度変化や振動等の環境変動に敏感である. そこで,偏波保持ファ
イバーを用いた非線形増幅ファイバーループミラー (NALM)モード同期レーザーを用いた環境変
化に堅牢な光源開発を進めている. NALMモード同期レーザーは,非相反位相シフター (NRPS)を
導入することで繰り返しを高めることが可能となり,光周波数コムの光源の候補となりえる [2].

今回, NRPSを導入した偏波保持 Figure-8 (F8)モード同期レーザーを開発した (図 1). ストレッチ
パルス条件で繰り返し周波数は 48.7 MHz,スペクトル幅は F8の中で最も広い 45.1 nmを達成した
(図 2). 衛星搭載を考慮した環境耐性試験を行い,温度制御なしで１週間以上の連続発振, 5℃～60

℃の温度範囲内での連続動作を確認している. また, F8モード同期レーザーは能動的なスターター
が必要であることが知られている [3]. 一方本構成では,外部トリガーなしでセルフスタートによる
モード同期を確認しており,スペクトル・時間波形等の特性評価からセルフスタート条件の解明を
進めている. 当日は光源の詳細と進捗を報告する予定である,

図 1: Experimental setup of the F8 mode-locked laser 図 2: Optical spectrum of the F8 mode-locked laser
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